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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡の内部空間を外気に連通させる連通口の
開閉を確実に行うことができる、具体的には処置具挿入
口に対する鉗子栓や洗浄アダプタの取り付け、取り外し
に伴って、連通口を栓によって閉塞、開放することを明
確に認識できる内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡の内部空間５６と外気とを連通させ
る連通口３４を、手元操作部１２に設けるとともに処置
具挿入口３２に隣接配置するとともに、鉗子栓６０と栓
８２とを一体化させ、さらに洗浄アダプタとその栓とを
一体化させた。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用処置具を挿入する処置具挿入口を備えた内視鏡であって、
　前記内視鏡には、該内視鏡の内部空間と大気とを連通する連通口が設けられ、
　前記処置具挿入口と前記連通口とは、隣接配置されていることを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　前記処置具挿入口を閉塞する第１の栓と、前記連通口を閉塞する第２の栓とが一体化さ
れている請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記処置具挿入口に接続される管路の洗浄時に前記処置具挿入口に取り付けられるアダ
プタと、前記連通口を閉塞する第３の栓とが一体化されている請求項１に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記処置具挿入口と前記連通口とが前記手元操作部に備えられている請求項１、２又は
３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記処置具挿入口の軸芯と前記連通口の軸芯とは、手元操作部の軸芯に対して互いに傾
斜して配置されるとともに平行に配置され、かつ、前記処置具挿入口の入口面、及び前記
連通口の入口面は、略同一面上に配置されている請求項４に記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡に係り、特に内視鏡の内部空間を外気に連通させる連通口を備えた内視
鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医療診断に使用された内視鏡は、洗浄装置の液体によって、その外表面が洗浄消毒され
た後、エチレンオキサイドガス滅菌装置、又はステラッド滅菌装置（ジョンソン・エンド
・ジョンソン株式会社製）等の滅菌装置の滅菌室に収納されて滅菌処理される。
【０００３】
　内視鏡は、手元操作部及び挿入部等の各部材の接合部をパッキンで補強した気密構造（
防水構造）であり、前記洗浄装置の液体が内視鏡の内部空間に浸入するのを防止している
。
【０００４】
　また、内視鏡を滅菌処理する前記滅菌装置は、滅菌処理工程の前工程に、前記滅菌室の
気圧を真空状態まで減圧する減圧工程を備える。この減圧工程時に内視鏡が気密構造のま
まであると、内視鏡の内部空間と外気との気圧差によって柔軟な挿入部やユニバーサルケ
ーブルの外皮チューブが膨張して破損する虞があるので、前記内部空間を開放する操作を
行い、その後、内視鏡を前記滅菌室に収納している。
【０００５】
　特許文献１には、内視鏡のコネクタに通気部（連通口）を備え、この通気部によって、
内視鏡の内部空間を外部に連通することが開示されている。この内視鏡は、前記通気部を
防水キャップによって閉塞した後、洗浄装置の液体に浸漬されて洗浄消毒される。また、
滅菌処理時には、前記防水キャップを前記通気部から取り外して、内視鏡の内部空間を外
部に連通している。
【０００６】
　また、特許文献１には、手元操作部に処置具挿入口が備えられていることが開示されて
いる。この処置具挿入口は、内視鏡挿入部に挿通された鉗子チャンネルを介して、内視鏡
挿入部の先端部に配置された鉗子口に連通されている。施術時において、前記処置具挿入
口には、特許文献２に開示された鉗子栓が取り付けられる。また、前記鉗子チャンネルの
洗浄消毒時において、前記処置具挿入口には、特許文献３に開示された前記洗浄アダプタ
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が取り付けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－８９２３２号公報
【特許文献２】特開２００９－２６８７７７号公報
【特許文献３】特開２００６－１４９５５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、特許文献１の如く通気部がコネクタに配置されている場合、コネクタは
内視鏡の手元操作部から離れた位置にあるので、防水キャップの着脱を忘れる場合があっ
た。また、特許文献１では、コネクタを開閉するために、内視鏡と共に使用しない専用の
防水キャップを必要とするので、防水キャップの管理に手間がかかるという問題もあった
。
【０００９】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、内視鏡の内部空間を外気に連通させ
る連通口の開閉を確実に行うことができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、前記目的を達成するために、内視鏡用処置具を挿入する処置具挿入口を備え
た内視鏡であって、前記内視鏡には、該内視鏡の内部空間と大気とを連通する連通口が設
けられ、前記処置具挿入口と前記連通口とは、隣接配置されていることを特徴とする。
【００１１】
　内視鏡の処置具挿入口は、水密状態が必要な施術中では第１の栓（鉗子栓）によって必
ず閉塞される。また、前記処置具挿入口は、管路（鉗子チャンネル）の洗浄消毒時にはア
ダプタ（洗浄アダプタ）が接続される。このような処置具挿入口に連通口を隣接配置する
ことにより、処置具挿入口に対する前記第１の栓や前記アダプタの取り付け、取り外しに
伴って、連通口を閉塞、開放することを明確に認識できるので、連通口の開閉を、忘れる
ことなく確実に行うことができる。
【００１２】
　本発明によれば、前記処置具挿入口を閉塞する第１の栓と、前記連通口を閉塞する第２
の栓とが一体化されていることが好ましい。
【００１３】
　内視鏡の施術時には、前記管路、及び内視鏡の内部空間は気密性を要するため、処置具
挿入口、及び連通口は閉塞される。本発明では、処置具挿入口を閉塞する第１の栓と、連
通口を閉塞する第２の栓とが一体なので、第１の栓による処置具挿入口の封止時に、第２
の栓による連通口の封止を、忘れることなく確実に行うことができる。また、内視鏡の滅
菌処理時には、滅菌ガスを管路に行き届かせるために管路を開放させる必要があり、また
、減圧による内視鏡の破損を防止するために、内視鏡の内部空間を開放させる必要がある
。このため、処置具挿入口、及び連通口は開放される。本発明では、処置具挿入口を閉塞
する第１の栓と、連通口を閉塞する第２の栓とが一体なので、第１の栓による処置具挿入
口の開放時に、第２の栓による連通口の開放を、忘れることなく確実に行うことができる
。
【００１４】
　本発明によれば、前記処置具挿入口に接続される管路の洗浄時に前記処置具挿入口に取
り付けられるアダプタと、前記連通口を閉塞する第３の栓とが一体化されていることが好
ましい。
【００１５】
　内視鏡の外表面の洗浄消毒時には、処置具挿入口にはアダプタが接続され、このアダプ
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タを介して管路に液体が供給されることにより、管路も外表面と同時に洗浄消毒される。
この洗浄消毒時には、内視鏡の内部空間は密閉する必要があるので連通口は閉塞される。
本発明では、アダプタと、連通口を閉塞する第３の栓とが一体化されているので、処置具
挿入口にアダプタを接続する接続時に、第３の栓による連通口の閉塞を、忘れることなく
確実に行うことができる。
【００１６】
　本発明によれば、前記処置具挿入口と前記連通口とが前記手元操作部に備えられている
ことが好ましい。
【００１７】
　処置具挿入口は一般的に手元操作部に設けられているため、連通口も同様に手元操作部
に設けることが好ましい。
【００１８】
　本発明によれば、前記処置具挿入口の軸芯と前記連通口の軸芯とは、手元操作部の軸芯
に対して互いに傾斜して配置されるとともに平行に配置され、かつ、前記処置具挿入口の
入口面、及び前記連通口の入口面は、略同一面上に配置されていることが好ましい。
【００１９】
　本発明によれば、第１の栓を処置具挿入口に、そして第２の栓を連通口に同時に、かつ
ワンタッチで装着することができるので装着が容易になる。また、アダプタを処置具挿入
口に、そして第３の栓を連通口に同時に、かつワンタッチで装着することができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の内視鏡によれば、処置具挿入口に連通口を隣接配置したので、連通口の開閉を
確実に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】実施の形態の内視鏡の全体構成を示した外観図
【図２】図1に示した手元操作部の要部拡大斜視図
【図３】図1に示した挿入部の先端部の端面を示した斜視図
【図４】図1に示した手元操作部の要部拡大断面図
【図５】処置具挿入口に鉗子栓が装着され連通口に栓が装着された手元操作部の断面図
【図６】図５に示した手元操作部の外観斜視図
【図７】処置具挿入口に洗浄アダプタが装着され連通口に栓が装着された手元操作部の断
面図
【図８】図７に示した手元操作部の外観斜視図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、添付図面に従って、本発明に係る内視鏡の好ましい実施の形態について詳述する
。
【００２３】
　図１は、本発明が適用された内視鏡１０の全体図である。
【００２４】
　同図に示す内視鏡１０は、施術者が把持する手元操作部１２と、この手元操作部１２に
基端部が連結されて体腔内に挿入される挿入部１４とを備える。手元操作部１２には、ユ
ニバーサルケーブル１６の基端部が接続され、ユニバーサルケーブル１６の先端部にＬＧ
コネクタ１８が設けられる。ＬＧコネクタ１８は不図示の光源装置に着脱自在に接続され
、これによって後述する照明窓に前記光源装置から照明光が送られる。また、ＬＧコネク
タ１８には、ケーブル２０を介して電気コネクタ２２が接続され、電気コネクタ２２が不
図示のプロセッサに着脱自在に接続される。なお、図１の符号２３は、電気コネクタ２２
のキャップであり、洗浄消毒時に電気コネクタ２２に装着される。
【００２５】
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　手元操作部１２には、送気・送水ボタン２４、吸引ボタン２６、及びシャッターボタン
２８が並設されるとともに、一対のアングルノブ３０、３０が設けられる。
【００２６】
　また、図２に示す手元操作部１２の要部拡大斜視図によれば、手元操作部１２には、鉗
子等の処置具が挿入される処置具挿入口３２が設けられている。更に、手元操作部１２に
設けられるとともに、処置具挿入口３２に隣接して連通口３４が配置されている。この連
通口３４は、内視鏡１０の内部空間と外気とを連通させる開口部である。
【００２７】
　図１の如く挿入部１４は、手元操作部１２側から順に可撓管部３６、湾曲部３８、及び
先端部４０によって構成される。湾曲部３８は、手元操作部１２のアングルノブ３０、３
０を回動することによって遠隔的に湾曲操作される。これにより、先端部４０を所望の方
向に向けることができる。
【００２８】
　図３の如く先端部４０の先端面４２には、観察窓４４、前述した照明窓４６、４６、送
気・送水ノズル４８、及び鉗子口５０が設けられる。
【００２９】
　観察窓４４の後方には観察光学系、ＣＣＤ（不図示）が配設され、このＣＣＤを支持す
る基板には信号ケーブル（不図示）が接続される。信号ケーブルは図１の挿入部１４、手
元操作部１２、ユニバーサルケーブル１６、ＬＧコネクタ１８、及びケーブル２０に挿通
されて電気コネクタ２２まで延設され、不図示のプロセッサに接続される。また、図３の
観察窓４４から取り込まれた観察像は、前記ＣＣＤの受光面に結像されて電気信号に変換
された後、この電気信号が前記信号ケーブルを介してプロセッサに出力され、映像信号に
変換される。これにより、プロセッサに接続されたモニタ（不図示）に観察画像が表示さ
れる。
【００３０】
　照明窓４６、４６の後方にはライトガイド（不図示）の出射端が配設されている。この
ライトガイドは、図１の挿入部１４、手元操作部１２、ユニバーサルケーブル１６に挿通
され、ＬＧコネクタ１８まで延設される。したがって、ＬＧコネクタ１８が光源装置（不
図示）に接続されると、光源装置から照射された照明光が前記ライトガイドを介して図３
の照明窓４６、４６に伝送され、照明窓４６、４６から前方に照射される。
【００３１】
　送気・送水ノズル４８は、図１の送気・送水ボタン２４によって操作される送気・送水
バルブ（不図示）に連通され、更にこの送気・送水バルブはＬＧコネクタ１８の送気・送
水コネクタ５２に連通される。送気・送水コネクタ５２には不図示の送気・送水手段が接
続され、この送気・送水手段からエア及び水が供給される。したがって、送気・送水ボタ
ン２４を操作することによって、図３の送気・送水ノズル４８からエア又は水を観察窓４
４に向けて噴射することができる。
【００３２】
　鉗子口５０は、図１の処置具挿入口３２に、図４の鉗子チャンネル（管路）３３を介し
て連通されている。よって、処置具挿入口３２から鉗子等の処置具を挿入することによっ
て、この処置具を図３の鉗子口５０から導出することができる。また、鉗子口５０は、図
１の吸引ボタン２６によって操作される吸引バルブ（不図示）に連通され、更にこの吸引
バルブがＬＧコネクタ１８の吸引コネクタ５４に接続される。したがって、吸引コネクタ
５４に不図示の吸引ポンプを接続し、吸引ボタン２６で吸引バルブを操作することによっ
て、図３の鉗子口５０から病変部等を吸引することができる。
【００３３】
　図４は、手元操作部１２の要部断面図であり、同図には処置具挿入口３２と内視鏡１０
の内部空間５６に連通された連通口３４とが示されている。
【００３４】
　図４では、手元操作部１２の内部空間５６のみ示しているが、この内部空間５６は、図
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１に示した挿入部１４、ユニバーサルケーブル１６、ＬＧコネクタ１８、及びケーブル２
０のそれぞれの内部空間と連通されている。そしてこの内部空間は、内視鏡１０を構成す
る各部材の各接合部をパッキン（不図示）によって補強連結することにより内視鏡１０の
外部から密閉されている。すなわち、内視鏡１０自体が気密構造となっている。
【００３５】
　図４の如く処置具挿入口３２は、手元操作部１２の筒状マウント部１２Ａに固定された
口金５８によって構成さる。また、図５に示した手元操作部１２の要部断面図の如く、口
金５８に鉗子栓（第１の栓）６０が装着される。この鉗子栓６０は、内視鏡１０の施術時
に処置具挿入口３２に必ず装着されるものである。
【００３６】
　鉗子栓６０は、栓本体６２と蓋体６４とを帯状の連結部６６で連結することによって構
成される。これらの栓本体６２、蓋体６４及び連結部６６は、シリコンゴム等のゴム材に
よって一体的に構成される。
【００３７】
　栓本体６２は、略円筒状に構成されており、その内周面には凹状の溝６８が一周にわた
って備えられている。この溝６８が口金５８に嵌合されることによって、鉗子栓６０が処
置具挿入口３２に装着される。
【００３８】
　また、栓本体６２の内周面には、溝６８に対して小径の絞り通路７０が備えられている
。この絞り通路７０は、鉗子等の内視鏡処置具を挿入するためのものであり、内視鏡処置
具よりも若干小さい径で開口されている。絞り通路７０を挟んで溝６８の反対側には、凹
条部７２が円周方向に一周にわたって備えられている。この凹条部７２に蓋体６４の凸条
部７４が嵌合されることによって、蓋体６４が栓本体６２に装着される。これによって、
処置具挿入口３２が鉗子栓６０によって閉塞される。
【００３９】
　更に、蓋体６４の中心部にはスリット７６が備えられている。したがって、蓋体６４を
栓本体６２に装着した状態であっても、注射針などの細径の処置具を、スリット７６を介
して絞り通路７０に挿入することができる。
【００４０】
　なお、蓋体６４の表面には、半球状の窪み７８が備えられており、この窪み７８はスリ
ット７６に細径の処置具を挿入する際のガイド面として機能する。
【００４１】
　上記の如く構成された鉗子栓６０において、鉗子等の内視鏡処置具を使用しない場合に
は、蓋体６４が栓本体６２に装着される。これにより、絞り通路７０が蓋体６４によって
閉塞されるので、処置具挿入口３２からの体液等の流出が防止される。
【００４２】
　一方、連通口３４は、図４の如く筒状マウント部１２Ａ固定された口金８０によって構
成され、この口金８０に図５の如く栓（第２の栓）８２が装着される。この栓８２は、内
視鏡１０の内部空間５６の気密性を保持するために、内視鏡１０の施術時、及び内視鏡の
洗浄消毒時に連通口３４に装着されるものである。
【００４３】
　栓８２は、その内周面に凹状の溝８４が一周にわたって備えられており、この溝８４が
口金８０に嵌合されることによって、栓８２が連通口３４に装着され、連通口３４が栓８
２によって閉塞される。
【００４４】
　栓８２は、図５、及び図６に示す外観斜視図の如く、鉗子栓６０と一体に構成されてい
る。
【００４５】
　また、図４の如く、処置具挿入口３２の口金５８の軸芯Ａと連通口３４の口金８０の軸
芯Ｂとは、手元操作部１２の軸芯Ｃに対して互いに傾斜して配置されるとともに、平行に
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配置されている。更に、口金５８、及び口金８０の各々の入口面５８Ａ、８０Ａは、略同
一面上に配置されている。これによって、鉗子栓６０を口金５８に、そして栓８２を口金
８０に同時に、かつワンタッチで装着することができるので装着が容易になる。なお、前
記略同一面上とは、同一面上、及び同一面に対して若干ずれた面も含む。すなわち、前記
ワンタッチで装着できる効果を有する面に入口面５８Ａ、８０Ａが配置されていればよい
ことを意味する。
【００４６】
　図７は、洗浄アダプタ８６が処置具挿入口３２に装着されるとともに、栓（第３の栓）
８８が連通口３４に装着された手元操作部１２の要部断面図である。また、図８は、図７
の外観斜視図である。
【００４７】
　図７の如く洗浄アダプタ８６は、筒状のアダプタ本体９０と、アダプタ本体９０の貫通
孔９２に嵌合固定されたコネクタ管９４とから構成される。アダプタ本体９０の内周面に
は、凹状の溝９６が一周にわたって備えられており、この溝９６が口金５８に嵌合される
ことによって、洗浄アダプタ８６が処置具挿入口３２に装着される。また、この装着時に
おいて、コネクタ管９４にチューブ（不図示）が接続され、このチューブを介して送液さ
れてくる液体によって鉗子チャンネル３３が洗浄消毒される。
【００４８】
　一方、栓８８は、その内周面に凹状の溝９８が一周にわたって備えられており、この溝
９８が口金８０に嵌合されることによって、栓８８が連通口３４に装着され、連通口３４
が栓８８によって閉塞される。栓８８は、洗浄アダプタ８６と一体に構成されている。
【００４９】
　次に、前記の如く構成された内視鏡１０の特徴について説明する。
【００５０】
　前述の如く、内視鏡１０の内部空間５６と外気とを連通させる連通口３４は、図２の如
く手元操作部１２の筒状マウント部１２Ａに設けられるとともに処置具挿入口３２に隣接
配置されている。
【００５１】
　処置具挿入口３２は、水密状態が必要な施術中では図５の如く鉗子栓６０によって必ず
閉塞される。また、処置具挿入口３２は、鉗子チャンネル３３の洗浄消毒時には、図７の
洗浄アダプタ８６によって必ず閉塞される。
【００５２】
　このように連通口３４を処置具挿入口３２に隣接配置することによって、処置具挿入口
３２に対する鉗子栓６０や洗浄アダプタ８６の取り付け、取り外しに伴って、連通口３４
を栓８２（図５参照）、８８（図７参照）によって閉塞、開放することを明確に認識でき
るので、連通口３４の開閉を、忘れることなく確実に行うことができる。
【００５３】
　また、図５、図６に示したように鉗子栓６０と栓８２とが一体化されている。
【００５４】
　内視鏡１０の施術時には、鉗子チャンネル３３、及び内視鏡１０の内部空間５６は気密
性を要するため、処置具挿入口３２、及び連通口３４は閉塞される。そこで、実施の形態
では、鉗子栓６０と栓８２とが一体なので、鉗子栓６０による処置具挿入口３２の封止時
に、栓８２による連通口３４の封止を、忘れることなく確実に行うことができる。
【００５５】
　また、滅菌装置による内視鏡１０の滅菌処理時には、滅菌ガスを鉗子チャンネル３３に
行き届かせるために鉗子チャンネル３３を開放させる必要があり、また、減圧による内視
鏡１０の破損を防止するために、内視鏡１０の内部空間５６を開放させる必要がある。こ
のため、処置具挿入口３２、及び連通口３４は開放される。そこで、実施の形態では、鉗
子栓６０と栓８２とが一体なので、鉗子栓６０による処置具挿入口３２の開放時に、栓８
２による連通口３４の開放を、忘れることなく確実に行うことができる。
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　一方、図７、図８に示したように洗浄アダプタ８６と栓８８とが一体化されている。
【００５７】
　内視鏡１０の外表面の洗浄消毒時に、処置具挿入口３２には洗浄アダプタ８６が取り付
けられ、この洗浄アダプタ８６のコネクタ管９４を介して鉗子チャンネル３３に液体が供
給されることによって鉗子チャンネル３３の内表面が洗浄消毒される。この洗浄消毒時に
は、内視鏡１０の内部空間５６は密閉する必要があるので連通口３４は閉塞される。実施
の形態の内視鏡１０では、洗浄アダプタ８６と、連通口３４を閉塞する栓８８とが一体化
されているので、処置具挿入口３２に洗浄アダプタ８６を装着する装着時に、栓８８によ
る連通口３４の閉塞を、忘れることなく確実に行うことができる。
【００５８】
　なお、実施の形態では、処置具挿入口３２と連通口３４とを手元操作部１２に設けたが
、この位置に限定されるものではない。
【００５９】
　しかしながら、処置具挿入口３２は一般的に手元操作部１２に設けられているため、連
通口３４も同様に手元操作部１２に設けることが好ましい。
【００６０】
　また、実施の形態では、鉗子栓６０と栓８２とを一体化するとともに、洗浄アダプタ８
６と栓８８とを一体化したが、それぞれ別体としてもよい。しかしながら、処置具挿入口
３２に必ず脱着される鉗子栓６０に栓８２を一体化し、また、処置具挿入口３２に必ず脱
着される洗浄アダプタ８６に栓８８を一体化することによって、栓８２を鉗子栓６０と共
に取り扱うことができ、また、栓８８を洗浄アダプタ８６と共に取り扱うことができる。
これにより、連通口３４を閉塞するための専用の栓が不要になるので、栓８２、８８の取
り扱い、及び管理が容易になる。
【００６１】
　以上、実施の形態に係る内視鏡１０について詳細に説明したが、本発明は、以上の例に
は限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲において、各種の改良や変形を行ってもよ
いのはもちろんである。
【符号の説明】
【００６２】
　１０…内視鏡、１２…手元操作部、１２Ａ…筒状マウント部、１４…挿入部、１６…ユ
ニバーサルケーブル、１８…ＬＧコネクタ、２０…ケーブル、２２…電気コネクタ、２３
…キャップ、２４…送気・送水ボタン、２６…吸引ボタン、２８…シャッターボタン、３
０…アングルノブ、３２…処置具挿入口、３３…鉗子チャンネル、３４…連通口、３６…
可撓管部、３８…湾曲部、４０…先端部、４２…先端面、４４…観察窓、４６…照明窓、
４８…送気・送水ノズル、５０…鉗子口、５２…送気・送水コネクタ、５４…吸引コネク
タ、５６…内部空間、５８…口金、６０…鉗子栓、６２…栓本体、６４…蓋体、６６…連
結部、６８…溝、７０…絞り通路、７２…凹条部、７４…凸条部、７６…スリット、７８
…窪み、８０…口金、８２…栓、８４…溝、８６…洗浄アダプタ、８８…栓、９０…アダ
プタ本体、９２…貫通孔、９４…コネクタ管、９６…溝、９８…溝
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